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渡名喜観光島づくり 

地域円卓会議 
 

いよいよ始まる渡名喜村の観光島づくり計画。 

人口減少で空き家が増える最中（さなか）、 

渡名喜村の特色を活かした持続可能な島づくりをみんなで考える。 

 

実施報告書 
 

日  時： 2024 年 11月 7 日（木）17:30-20:30（受付開始 17:00-） 

場  所： 渡名喜村多目的活動施設（沖縄県島尻郡渡名喜村 1860） 

主  催： 渡名喜村 

計画策定業務受託者：株式会社ディー・プランニング沖縄 

企画運営： NPO 法人まちなか研究所わくわく 

協  力： 公益財団法人みらいファンド沖縄 

 

 

 

 

報告書作成 

NPO法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄 
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ＡＣＴＩＶＩＴＹ ＲＥＰＯＲＴ 

【報告】渡名喜観光島づくり地域円卓会議 

■日  時：2024年 11月 7日（木）17:30-20:30 

■場  所：渡名喜村多目的活動施設 

■着席者数：8名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■参加者数：22 名（行政・教育機関・観光業) 

■主  催：渡名喜村 

■計画策定業務受託者：株式会社ディー・プランニング沖縄 

■企画運営：NPO法人まちなか研究所わくわく 

■協  力：公益財団法人みらいファンド沖縄 

 

 

 
 
 

いよいよ始まる渡名喜村の観光島づくり計画。人口減少で空き家が増える最中（さな

か）、渡名喜村の特色を活かした持続可能な島づくりをみんなで考える。 
 

渡名喜村では、第 2 次渡名喜村人口ビジョン及び総合戦略を策定し、今後の島づくりのコンセプト「住みよい

むら」「活気あるひと」「魅力あるしごと」の実現に向かって様々な施策を打っています。その実現のためには、

人口を維持しつつ、渡名喜村の宝である伝統的建造物を活かしながら、新たな産業として観光（交流）事業を充

実させていくことが求められています。しかし、人口減少に歯止めがかからない現状で、県内他市町村と同じよ

うな観光事業・観光施策を進めることが、はたして持続可能な事業になりうるのかという不安点があります。今

回の円卓会議では、他の地区にない渡名喜村の魅力である伝建地区を活かした観光島づくりの方向性をみんなで

考える場にしたいと考えています。 

※本円卓会議は、「渡名喜村観光島づくり計画」策定の一環として開催いたします。 

センターメンバー 

 

日向寺 一彰 

渡名喜村役場 

経済課 

地域おこし協力隊 

 

上原 雅志 

渡名喜まちづくり 

推進協議会 

会長 

 

清水 久乃 

渡名喜村観光協会

所属 

地域おこし協力隊 

 

高良 朝彦 

渡名喜幼稚園・

小・中学校 

教頭 

 

下地 達也 

渡名喜郵便局 

局長 

 

新垣 昌秀 

渡名喜村役場 

技術顧問 

日向寺 一彰 氏（渡名喜村役場 経済課／地域おこし協力隊） 

 

北中城村における認知症の方も参画可能な 

農福連携を実現させるためのネットワークづくりを考え

る 

論点提供 
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＜板書記録＞ 
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■今後のアプローチの方向性（提案） 

観光島づくりの議論のあり方 

子どもやお年寄り等、普段観光には直接的には関わらないような住民含め多くの参画

で議論を続け、みんなが納得できるような計画を作ろう。そのためには先人たちの生

き様や歴史、自然環境等、渡名喜の特徴を学ぶことも大切。 

 

伝建地区を活かした活動の周知とルール作り 

伝建地区を守りながら観光受け入れをすすめていくという渡名喜のコンセプトの理解

者を、島の内外に少しずつ増やしていくことが大切。「伝統建築の残る島で、のんびり

と何もしないこと」等の価値を伝えていこう。さらに、将来の民間投資の受け入れも見

据えた法整備・運用ルール作りを合わせて行いたい。 

 

島の環境、住民の負荷を考慮した計画 

観光地受け入れ容量・子育て世帯の U ターンや移住受け入れ体制の整備・フェリーの

欠航対策・食の担保等、段階的に増える負荷を計算しながら、細やかな計画と評価体制

を、特に住民への過重負担には気を使いながら、持続可能な体制を作ろう。 
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■参加者によるサブセッション 

 

いよいよ始まる渡名喜村の観光島づくり計画。人口減少で空き家が増える最中（さな

か）、渡名喜村の特色を活かした持続可能な島づくりをみんなで考える。 

（参加者記載の原文をそのまま記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②・・・と記載） 

 

①  

 共通している 

 観光の目的（手段） 

 雇用、産業 

 やりやすい 

 交流人口を増やす 

 伝建を活かす 

 リフォームして活用する 

 欠点 

 経営的感かくがないとダメ 

 一人一人の意識が大切 

 働き者 

 きれいな町、元気がない所に観光客は来たい 

 皆で協力して取り組む 

 ボランティアでやっていることを 

 生業として出来ると思う 

 役場の支援は必要 

 外部の資本もいれないといけない 

 文化の高い村づくりをする⇒伝建 

 付加価値の高い観光にする 

 ターゲット層を考えること 

 他の島と一緒では意味がない 

 出来ることからやって行く 

 村が補助金を出して取り組む仕組みづくりを

する 

 ハード事業は島にお金が落ちない→島で発注

できたらベスト 

 お金を作る方策を考えるべき 

 自治体をなくしてはいけない 

 漁業、農業、観光を活かす 

 伝建 

 しっくい塗りも島の人でやればお金がおちる 

 島にお金をおとす島づくりを考える 

 資金を持っている人の受け入れも考える 

 受け入れも構築する 

 島興しを考える 

 

②  

人口減少 

あと 5 年の人口を推計すると 40 人は少なくな

る 

観光だけではむずかしい 

 1 次産業の見直し 

 漁業は金かかる 

 農業、スイカ、落花生、キュウリ、イカ 

記憶に残る 

食 味がよい 

外部の力を得て団畑の復活（ボランティア） 

米ファン 

子ども 

フェリーから一番はじめにみえる山を活用 

桜畑を復活 F 花 

山にあがれる 

観光 

これから島にお金をかけれない 

人手不足 I・U の支援 

行政・住民が一体となって島に〇〇 

写真展、人が宝 

希少生物の保ゴ 

 島の人すら借りれない 

 積極的に役場 

 

③  

魅力 

イハナシの魔女→トナキ（ゲーム） 

 島の事を知った 
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 昔ながらの島の街並み 

 景色がキレイ、とてもステキ文化 

 島の住人 フレンドリー 

 一人旅－1 か月に 1 回 

課題 

 認知度が低い 

 アピールがほしい 

 空き家－リフォーム 

 宮古 20 年 定住 

 リゾート化はダメ、19:00－11:00（17:00） 

宿・食 村営 

 

④  

 島をもう一度見つめ直す 

 島の魅力をどう表現できるか 

 働く意欲がある人に移住してほしい 

 ルールづくり、「教科書」的なものを作る 

 販売店の誘致（本島の業者） 

 農家と連携した商品（特産品）づくりのしくみ

作り 

 空き家の活用、しくみ（住む人の性格）関係人

口との調整 

 

⑤  

 若い時より年をとってからの方が楽しさを感

じる 

 先人の残してくれたものを大事にしたい 

 教育現場として◎ 

 アピールする事が重要 

 県内でも渡名喜島を知らない 

 何もないのが良い 

 “人口” 

 一人旅が多い 

 年々力が無くなっていく 

 10・15 年前からやるべきだ 

 島を想う人がどれだけいるか 

 人が少ないからむずかしい 

 小さい子をあずかる場所 

 教員として恵まれていると思う 

⑥  

 子どもたちと観光客とのコミュニケーション

をとれる場やプログラムがあれば安全。 

例）お土産づくり 

  地域行事参加（水上運動会とか…） 

 職員の異動が多いので、継続した取り組みが

むずかしい。引きつぎが大事。 

 島外の人だから、言いづらいやりづらさがあ

る 

 幼稚園に入れば、時間がつくりやすい 

安全にあそばせやすい 

 小さい子を育てるのはむずかしい。 

検診で那覇に行かないといけないとかは大変。 

教育現場の継続するために、子をとぎらせた

くない。 

 子育て世代を呼ぶためには… 

 働く場所はあるが、やりたい仕事があるかは

など、選択が少ない。 

 子育てする場として良いのに、子が増えない

のはなぜなのか… 

良い環境であることをアピールすれば良い。 

→でもどうやってアピールすればいいのか…。 

 島外から来た先生や職員とは貴重な時間。え

んりょせずに言ってほしい、やってほしい。 

島の人々や子どもたちとのコミュニケーショ

ンをとってほしい。 

 閉さ的な場だからこそ、島外の人とのふれ合

いは大事だと感じている。 

 子どもが大きくなれば、育てやすい環境だと

感じている。 

 観光と学校のかかわり…？ 

→観光客が↑（増える）と子どもたちの安全が

心配… 

 観光客に気軽に話しかけて、ついていったり

…あそんだりが過去にあった。良い人たちだ

ったらいいけど 

 少ない人数なので、外から来る人とのコミュ

ニケーションが、子どもたちの成長、学びには

なると思うけど…安全が… 
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渡名喜観光島づくり地域円卓会議 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2024 年 11月 7日（木）17:30‐20:30 

・場所：渡名喜村多目的活動施設 

・着席者：8名（論点提供者、司会、記録者含む） 

・参加者：22 名（行政・教育機関・観光業） 

（アンケート回収 15 名、回収率 68％） 

１．どちらから？ 

 

 

２．所属 

 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

 

４．満足度 

平均：4.5（5点中） 

5. 

満足 

4. 

概ね 

満足 

3. 

普通 

2. 

あまり

満足し

ていな

い 

1. 

不 

満足 

7名 8名 0 名 0名 0 名 

 

５．満足度の理由 

（５．満足） 

 各出席者のほんねの意見が聞けて参考にな

りました。渡名喜の良さ、足りない所がわか

ってよかったです。グループでの話し合い

が充実していてよかった。県内・県外にもっ

とアピールしてはどうか。 

 いろいろな意見が聞けて参考になった。 

 円卓会議形式には初参加でしたが、非常に

議論が活発になる様子がうかがえたから。

また、観光だけでなく島づくりという視点

を持つ事の重要性改めて実感した。 

 多様な意見が聞けた。 

 このような会議は、ほぼ初めて開催された

ので、参加者（村民）のナマの意見を直に聞

くことができたため。 

 島の皆さんと議論する中で、渡名喜を良く

したいという気概を感じました。 

 島の現状について、多面的視点の意見が聞

けてとてもよかった。円卓会議をはじめて

体験してとても良かった。 

 

（４．概ね満足） 

 地域円卓会議、職種の違う方々の感想等を

聞くことが出来て理解する事が出来た。 

 みなの意見をアウトプットして可視化した。 

 渡名喜村民の島に対する率直な意見が聞け

て良かった。 
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 観光島づくり会議で話し合った中で、渡名

喜島の事を真剣に考えて話しを聞けた事が

よかった。 

 いろんな人の意見がきけたから。 

 渡名喜の現状について真剣に話し合うこと

が出来た 

 論点をうまく整理して進行し、課題等を表

に出すことが出来た 

 渡名喜島の現状について確認する事ができ

た。今後の方向性（渡名喜の）を参加者全員

で考える事ができた。 

 具体的に観光を含めたむらづくりへのきっ

かけになったと感じている。 

今後も続けてほしい。色んな業種の方々に

あつまってほしい。 

観光から色んなところにつながっていった

のが良かった。 

 

６．円卓会議で印象に残ったこと 

 無理せずに渡名喜のそのままの風土を活か

した島づくりをする事が大事なんだと思わ

された。 

 学校職員や郵便局職員等の一般的には観光

を直接的には関わらないイメージがあるが、

今回の円卓会議を通して、様々な視点での

意見を聞けた事が印象的だった。また、空き

家と言った表現をするのではなく”古民家”

貴重な資源としてポジティブに捉えるとい

った新垣顧問の意見が印象的だった。 

 一人で過ごせる所 

 論点提供者の日向寺さんをはじめ、着席者

の皆さんのきたんのない意見等を伺えたこ

と。 

 宿、空き家の使い方 

 渡名喜島の PRに力を入れること。 

 何を守り何を近代化するか、伝建とのから

みもあってなかなか難しいと感じている。 

みんなでどういう島にしたいか。 

IUターンできる取組、実行可能な計画 

 村民の方向性は単に人を増やすではなく、

今の渡名喜を継続していきたいというのが

印象に残った。 

 宿泊所取れない、食事出来る場所がない、第

五総合計画されている事知らなかったので

今後関心持って出来るかぎり協力して行き

たい。 

 経営者の視点も必要だということ。 

 島民が本音で話し合える場の設定。 

 家主さんの後ろに役場がついているのはよ

い。 

空家を資源とする。 

 中間管理住宅（でも間に役場だけが入るの

はマンパワー不足でむずかしいと思う） 

宮島の例 

村民がはらをわること。 

一人でのんびりできる人がきてほしい 
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（写真）会場の様子 
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＜サブセッション 記録用紙＞ 
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